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安 仁 屋 良

0月 OB

8ごろめんどうをみていたS君が、いつの間にか記事を書いてしまって、今度は僕だという。

あんな対談をデッチあげる技量はないから、こちらは日記の抜粋でいこ うと思う。

0月〇日

ワイン2本持ってA氏宅へ行った。A氏はある企業に勤めながら、オ ー デイオに関する製作

言已事、試聴記事を奢いていて、今や新進の評論家といったところてある。家は都心に近いマンショ

ンの最上階て、・しか も端にある。部屋にとおされたらアメリカのブロ用スビー カ ー 1組と国産の

小型スピー カ ー数種があ り、アンプ、デッキ、’•プレー ヤ ー等が所狭しとならべられ、文字通り足

の踏み場もない。そこで、これても聞くかといつて持ってきたのは↑枚の試聴用レコ.:..ドで、そ

の中のやたら打楽器が活躍するバー ・トをかけた。めいっぱいのポリュ ー ムにはまさしく耳をろう

するばかりで、あわて・てもう少し小さくしてくれと怒鳴った。いつもこんな音量て閏くのかとい

うと、そうだと答えた。 次いて、試聴記事でカ ー トリッジの高音が出るの出ないのといっている

のも、こんな音量．で判断しているのかと聞いたら、これにもそうだと答えた。これからのA氏の

文については、心して読まなくてはなるまい。しかし 、これだけの装凰がありながら、レコ ー ド

がきわめて少ない。いったい何を聞いているのだろうか、不思議でならない。

0月〇日

今日は、我が家の近くに住んでいるB君をたずねた.; B君は高校の後輩であるが、・ オ ー デイ

オは僕より古く 、装置、レコードともずいぶん道楽をきわめている。そればかりか、カ・メラ、登

山にもこっていて、いまだに独身である。レコ ードはドイツ音楽に限り、それもベ ー トーベンの

交響曲につきるという。しかもフルじペングラーの指揮てなければならず、他のなにものでもな
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い。このレコ ー ドに関しては、ほとんど集めていて、5番だけで5種にものぼるとか。それらの

録音と演奏の違いを講釈してくれたが、とにかく閏かなくてはと思い、さっそくかけてもらった。

A氏と同様、大音量主羨てあり、ややへきえきする。あわてて、ポリュ ー ムを下げてもらった。

いつぞや、めいっばいに音量を上げ、それがために階 下て鳴っていたテレビの音がかきけされ、

見ていた家族のひんしゅくをかったとか。．そのくらいの音量て聞いて、汗がじわっとわ いてくる

のが、なんともいえないのだといっていた。帰りはだいぶ遅＜なった 。 きわめて疲れた。

0月OB

秋葉原の電気街の はずれに、某メ ー カ ーがマニア向けの店を開いたのでのぞい
・

てみた・。見れ

ば真空管のすばらしいアンプがあるてはないか。小躍りしながら音を出してもらって、閏いてい

るところに、•もう一人の男が入ってきた。オ ーデイオ・コンサルクントだという。こんな商売が

すでに成立しているのかと内心鷲いた。単なる趣味の世界で、どうしてし好の相談を受けること

が職業化するのだ ろうか。それはともかく、この男はちょっと聞くやいなや、この音には1 KHz 

附近にひずみがあるといいだして、た ちまち店長とやりあい始めた。ひずみを聞きわける耳もさ

ることながら、この2人のやりとりを閏いていると、いま鳴っている音楽のどこに耳を傾けてい

るのかが、まるで違うのだ。片方は全体を聞こうと ・いて、もう片方はきわめて部分的なところ

9で聞いている。それでいて、どちらも音を聞いていると、傍目にはいえるのである。・だが 、これだ

け ｀｀音” についてのやりとりを聞いていると、彼らはいままでに心楽しく音楽を聞いたこ とが一 度

でもあるのだろうかと疑問になってくる。早々に退散した。

0月 0 日
・

東京郊外にある専門店に行ってみた。こ＇こは晨家の納屋を改造した家が店であり、アンブの

製作所てあり、リスニング・ルー ムてあった。主人C氏はよく専門誌に製作記事を書いていて、

この追では広く知られている人である。かなり巨大な自作スピ ーカーが置いてあり、見ただけて

ギョッとした。レコ ー ドをかけてくれたが、それはなんと三波春夫だった。さすがに生々しく、

三味線の 音もすさまじい。‘だが、次にかけるレコ ー ドも演歌、流行歌て、とうとう最後までそれ

ていきそうて、我恢しきれなくなって退出した。流行歌であれば、何もこんなバカでかい装置で

聞＜•必要もあるまいのにとヽ道·'々半信半疑で思った。

C)月〇日

, D氏はデザイナーだがヽたまたま仕事で知りあい、オ ーデイオ好きぐがお互I,;'にわかって、今

日訪問できた。2階の仕事部屋に装置はあり、長い経験年数の割には、さほどてはなくちょっと
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不思緞に感じたが、昔iよすこい装置 枷t'•あった豆＼結局使いこないこめんどうになっ ＇ てきて、レ

コードを関くには操作は簡単な方がいいという結陰（こ落もついた・・という．こ．とである。その閏く・レ

コ ードは、すばらしぃコレクションで、中世からバロ．，1.クにかけての古典曲がずらっ と•そろって•

いて、しかもほとんど外盤であった。 一 枚一枚注文し、見つけてきたものであるとか、それそれ

のレコードについて説明してくれたが、その知繊の深さには脱帽するしかなかった。機会があれ

，ば、また行きたいと思う。

0月 OB

オ ー デイオ好きということが、社内ても広まったのか、ある有名（？）な家に行くことがて

きた。家主のE氏はカメラマンで、そこのリスニング・ルー :Z...は何度か雑誌に写真で紹介された

とか。•装置もすばらしく、ことにスピー カ ー はさながら高級家具といつたおもむきで、しばらく

見とれてしまった。それから音を聞いたのだが、今にして思えば、見ただけで帰ってくれば良か

った。どうしてあんな音しかしないのだろうか。さほど大きな音量でもないのに、耳がすぐ疲れ

てくるのだ。
.. .:‘ 

0月〇日

F女氏宅へうががったら、なかなかの装置を持っていて、ほおたら関がせてくれた。F女氏

は高校で国語を教えているのだが、・・ レコードもかなりあり、しかしそれにもましてカセット・・テ

ープはすさまじい量で、 9• それだけのたながあってきちんと整理してあった。さて、肝心の音なの

だが、音量がきわめて小さいのだ。まった＜虫夕旧鳴くような音なのてある。いつもこのくらいの

・・大きさで聞くということだが、よくこれで欲求不満にならないものだ。たしかにあまりの大音量

にもまいるが、さりとて、このような小さ・い音ては。生の音がどうであれ、再生する我々に全て

の手段がある以上、どのような恣意的な再生も可能なのだが。·判然としない。今日にかぎって、家

に帰ったら大音量でレコ ー ドを聞いてしまった。

0月〇日

． かつてトーキー初期にさかんに使われた、しいまては幻の名器とよばれている装置を聞くこと

．がてきた。人によっては、こ 5 でオ ー デイオというものは、ゃりつくされてしまっていて、いま

，• かの装崖はク・ズ同然にいうが、しかし、やはり自分の耳て確かめなくてはなるま．い。たしかに独特

な音だった。いまの音に耳が慣れてしまっていると、つまらない音にも聞こえるが、この装置の

音の本筋は何かが猿動して出ているという印象を全くあたえないところにある。それがどうして
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そうなのか は、わからないのだが。この音を聞いて、いま作られているスピ ー カ ー を閏くと、き

わめて人工的な感じをどうしても持ってしまう。店の主人D氏はオ ー デイオ狂て有名だが、この

ために会社をいくつかつぶしているとある人から聞いたことがある。

0 月〇日

秋葉原のある電気店から、某国内メ ー カ ー の新製品発表会の通知がきた。 てかけてみると、

会場には200名ほどがつめかけていて、 ステ ー ジにはかなり大型のスピ ー カ ーが置かれてあっ

た。．試聰レコ ー ドも、この製作したメ ー カ ー のものだったが、 こんなに物量を投じた装置であり

ながら、ただやかましい音しかしなかった。しかも低音が聞こえないのである。司会者の評論家

もそこに気がついたのか皆さんがこられる前はベスト・マッチングだったが、人間の体は吸音体

なのでバランスがくずれたようてすと、弁解した。それが終って、第二部にイギリスの中型スピ

ー カ ー を管球アンプで鳴らす試みがあり、 そのなかのあまり高価てもな
＇
いスピ ー カ ー がバリバリ

と低音もはぎれよく出して、会場のふん囲気は一 変した。第 一 部のメ ー カ ー の派遺員はどうやら

すでに帰ってしまったようだが、残っていれば良かったのにと思わずにはいられなかった。

0月〇日

オ ー デイオに詳しいと社内て思われたのか、オ ー デイオ ・ セットを組んで欲しいとHさんに

頼まれた。 六畳の洋間（こ、 さほど高価とはいえないそれを置いて音を出してみtたら意外と良いの

には我ながらびっくりした。自分はいままで、あっちへ行ったりこっちへ行ったり、・すったもん

だのあげく、たいしたことはしていなかったのかと思い知らされてしまった。ビ ー ルをふるまわ

れながら、レコ ー ドを聞いていたが心中複雑であった。

0月OB

手狭な家から、比較的広い家に引っ越しした。オ ー テイオ装置が置ける部屋も広くとれて、

これを檄会に日ごろ目をつけていたスピ ー カ ーを手に入れた。これをマニアと呼ぷなら呼べ。や

はり部屋は広い方が良いようである。なにせいままては四畳半もなかったから。しかし人はよく

リスニングルームをつくるようだ。そこにスピーカ ー その他とレコ ー ドを入れ、そして、それっ
.·、.

きりなのである。そこでの空間というのは、ただ音を出すためにのみ使用され、友だちと酒を飲
. ..～く ・

んだり、 夫婦げんかをしたり、子供と遊んだりということには使わないらしい。居間であり客間
· · .... -'. �'-

てぁって、レコ ー ドを充分に恥けないはずはないと思う。ただその時、その部屋は、ちょっとゆ
•   

9 ：． ヽ •．と．．• ； .. : \ c •.. •; . 

ったりとしてありたい。
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今、 教 科 書 ・ 問題 を 考 え る

加 藤 初枝

1 はじめに

2 戦後の教科書行政のあゆみ

3 家永教科書裁判と杉本判決

4 右からの教科書攻撃

5 お わ り に

1 は じ め に

r~ 

1 3年間の小学校教員生活の中て．、私は教科書とは深いかかわりをもって仕事をしてきた。

近ごろ(1 9 7 7~8年まで）教科書は以前より改善されてきていたし（現場教師に不評な

教材がとり入れられなくなったり、民間教育研究団体の研究成果がとり入れられたりして）、東京

都町田市の場合、教科書採択に関して、教師の意見がそのまま反映されるようになってきていた c

そういう状況は、新卒のころの静岡や神奈川の状況とは隔世の感があり、 そのような状況をつく

り出した東京てのあれこれのとりくみを思うと、教科書に関する今後の方向には安心感をもって

いた。 そしてそのような状況をつくり出した私たち（の側）の教育実践は、杉本判決によって強

＜励され支えられたのであったが、家氷裁判がいまだに続いていることには、 あまり、思いをはせ

ることなくす：：：してきた。

ただ、金沢にきて国語の教科書を手にとったとたん、 ドキンとした。私が前年勤務校て国語

教科書を選ぶ委員として、学校内の意見をまとめたり、各校からの委員と討議したりした時、

「これはだめ」と 一 社だけ、論外のものがあったのだが、その論外のものを金沢市では採用して

366 



いた のてある。 一体先生方は、なせ',.:れを選んだつだろうかと思い、同僚教員にきいてみると、

「知らない。私たちは教科書をだれがど、：で選んて＇ いる(/)かも知らtよい」と言つたoその時は‘

その人の怠慢かとも思ったが、その人だけでなく、どの人も「知らない」ということがあとてゎ

かった。私たちがのってきた歴史の波は、．ここまでは届いていなか ったのてある。

今年1月、朝日新聞に「偏見多い社会科教科書」と題した経済広報センクー常務理事建部英

ー氏の「 わたしの言い分」が1ベージ大て掲載されたのを読んて、私はびっくりした。私たちは、

今の指導要領のも とで作られる教科書だから、 ｀＇まし’'なものはてきないだろう 、ても ＂ よりま

し’'なものを選ぽうと思ってきた
・

。ところ が、全く逆に 、 ｀＇ましなものはないだろう’'はずのも

のてさえ ＂偏向している ” という人たちが 出てきたのだ。彼らの流儀を借りて言えば、私たちが

＂右に偏向している ” と思った ものを ＂左に偏向している ” というのだから 、これはも う何か重

大な意図を感じないわ けにはい かない。

この ＂偏向 ’'攻撃は、その後いろいろなかたちて声高に な されはじめた。これは世論操作を

意図した 一 大キャンベ ーン にち が いない。こ のキャンペ ー・ンをつきくずすために、この ＂偏向 ”

攻撃がどこか らどう いう意図て出ているの か、それは歴史的にどういう恕味を も つのか、
・

教科書

裁判とはどうつ なが るのか、そ ういう こ とを至急明らかにしなければいけない必要を感じた。

とりあえず 「戦後日本教育史 」太田 先（岩波書店）、 「教科書がねらわれている」高檎

慎一 ・星野安三郎（あゆみ出版） 、「右傾化に抗する教科書裁判J家永三郎（エコノミスト8

0年1 0月7日号）、「ねらわれる教科書」 （朝日ジャ ー ナル7月1 0日号）、 「危機（と立つ教科

書」 （歴史学研究No. 4 9 4)等を並読した。

以下は、そ れらを、私自身の考えや体験をおりませながら、私自身の要求にそ って構成しな

おしたものである。

2 戦 後の教 育行政のあゆみ

戦前、戟中、日本のすべての子どもたちは固定教科書により、画ー的な教育を受けた。侵略

戦争を聖戟と教えられ、天皇陛下のため喜んて死ぬよう子どもたちを育てた。

載争がおわって、 日本国憲法がてきた。この精神にそ って民主主義を日本 に確立してい くた

めに、当然教育が重視され、教科書づくりもはじまった。

次の規定 により国定教科書は廃止になった。学校教育法2 1条1項「小学校 においては、監

督庁の検定若しくは認可を経た教科書を使用しなければならない」• （中・高も同じ）。つま り、検
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は法 規 のわく内で執行し、 できるだけ制度の充実をはかりたい。予算の執行については、法律上

は別に問題はない 。政治的な 問題てあっても、・教科書問題の重要性からこれを押しきるつもりで

ある。」でXことばどお り、行政機構の改革により、 その意図は達せられた。例えば、．省例によっ

て文部省設置規則の一部を改正し、文部省に常勤の検定調査官40名が おか れ、教科書審醗官は

54名から1 0 0名に増員され、メンパーの入れかわりがあった。このメンパーに戦争中の有力

な 国家主義者 であった高山岩男、「皇国史観」を標傍する村尾次郎が登場したことは、文部省 の

意図を察するに余りある。これ 以後、特に高山の意見は、他の人たちがたとえ反対しても彼の意

見 のみで決まる(F項パージとい われる）というほど強いものとなり、検定体制は強 化された。

56年1 2月には検定 規準の全面改訂が行われ、それまで検定 の絶対規準と し て「教育基本

法および学校教育法の目的と一致し 、 これに反するものはないか」「たとえば、 平和の精神、真

理と正義の尊重、 個人の価値の尊重、動労と責任の重視、自主的精神の育成などの教育目的と 一

致し、これ に反するものはないか」とあったが、「たとえば」以下が削除され、 「教育基本法に

のっとり」という表現だけが残され、 指導要領 と の一致が必要条件として強く求められた。（この

あと58年 の指導要領改訂 により「試案」の文字がけずられ、今までは参考にすぎなかっ・た指導

要領が拘束性をもつようになる。）

． これより先、 5.6年初頭に、学界、教育界等の有志500人が「私たちは、国民が真実を知

り、真実を主張する権利を脅かし、学問、思想の自由を侵すおそれ のある一切の政策に反対しま

す。したがって教科書を通して、思想を統制するような、教育の国家統制をまねく恐れ のある政

策に反対します」という言怜をだしている。

63年、教科書無償法の成立去教化書統制をますます強 めた。この措置は、義務教育無償の憲

法規定からみれば当然であるが （諸外国では早くから 一一 例えばフランスでは1 8 8 1年から

ー無償である）、これが教育内容統制と結びついていたので日教組は反対した。

この撞＇により、今までは教科書採択権について法文上の明確な規定はなかったのだが（文部

省は48年「教科書の採択は教師の意見を十分とり入れた後に学校責任者が教育上最も適当と考

えられるものを自由に選ぷことが違前である」と言っていた）、都道府県教育委員会が、新設の

「教科用図書選定審議会」の意見をきいて、 市町村教育委員会に指導助言をあたえるものとされ

だ。これは、 実質的な教科書採択権が、学校と・教師の手から市町村教育委員会（東京は都教 委）

にうっされたことを意味する。また県教育臣員会が採択地区を設定し；その際ー地区一種目と決

められ、3年間同一教科書を使わなければならない ことが決められた。・さらに同法の施行令によ

って教科書発行者は、資本又は出資総額1千万円以上の会社である ことが定 められた。このため

教科書会社は大手に集中し、教科書の種類そのものが減少した（例えば中学社会は59年には3
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0種あったが(, 9年には8種類に減り、全体の採択数のうち大手 3社が 7.1 ％を占めた）。 また

教科書環集担当者は「文部省令に定める規準に適合している ものであること」が規定された結果、

文部省の気に入らない著者や良心的な績集者が、 バー ジあるいは退職を迫られたo

このような状況の中て、民間教育研究諸団体、及び日教組は、教育内容の自主編成運動をす

すめていった。

• 3 霰永教科書裁判と杉本判決

65年6月1 2 8、家氷三郎（当時東京教育大教授）ヽ・は、「教科書検定は違憲」として訴訟

を起こした。これが第一 次訴訟てある。

家永 は、「1 9 5 2年以来高校用8本史教科書を執筆してきたが検定をうげるたびに著者と

して日本国憲法の精神にのっとり、特に意を用いてきた部分が常に不合格の理由とされたり、修

正削除を強要されたりする体験を重ね、教科書検定が憲法空洋］化＝•実質的憲法改悪策を推進し

ている保守政権の政策に順応した思想統制措置の一環としてはたらいていることを身をもって体

験させられた」 「1 9 6 3年の・不合格処分と 64年の再提出本に対するおびただしい修正強要に

よ り、私がもっとも意を用いて執筆した箇所（しかも、その中には、これと全く同じ、あるいは

ほとんど同じ趣旨の内容で従来合格本に載って 多年学校で使用され、・全く問題になったことのな

い箇所が多く含れていた）の多くについて、意に反し削除、．改悪をしなければ合格本として教湯

に送り出すことの，てきない実態にたちいったとき、もうこれ以上隠忍する3とはてきないと考え

ないわけにはいかなかったのである」そして「裁判の公正な判断によって、現行検定が教育行政

の正当なわくをこえた違法の，檎力の行政てあることのあきらかにされること、この訴訟において

原告として私の求めるところ：はた だこの·一点に尽きます」と声命を出した。

家永の訴訟は大きな反響を呼び、1 0月には「家永訴訟を支援する全国連絡会」が結成され

た。以後家永支援の動きは急速に全国各地の父母、教師に拡がり、法律学者、教育学者、
；

、教師、

父母の共同研究支援体鵠�.<まれる中．．て(1 9 8 1年1月現在、会員総数1.7、7.5 9人、、 うち

個人1 5、.57 7人、団体21 82)憲法の教育条項の解釈は新たな展開を示し、26条、23

条、教育基本法1 0条を軸としての国民の教育権と教育の自由の原則が教育の本質と条理にもと

づいて渫められていった。

この間、65年の検定て再度条件つき合格となったのを檬に、家永は、その検定が、違法 、
• i兵•·....

違憲だとし、訂正を強いられた項目から特に六項目を選んて、その取り消しを求める訴訟を起こ

した（第二次訴訟）．
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当時、大学で法律を学びつつ、教職課程の授業も受け ていた私は、教育原理の講義

て「憲法、教育基本法にのっと った教育こそ が原点だ」「真理真実に忠実てあれ 」「真の学力と

は生きて働く 力のこ．とだ 」・「学習指導要領の身がわりが検定教科書てある」 「教科書を教えるの

ではなく、教科書で教えるのだ」等をきいていた。又、教科書裁判についても、氏の風ぼうとと

もにきいた記憶がある。「一ー一細くてひょうひょうとしたあの彼が、憤って訴訟をおこさなけ

ればならないほど---」というような言い方て。教育原理の講義は、今まて私が全く知らなか

った別の世界をみる思いできいていたのだヵぐ。 2 0 0 0 人もの学生の名をすべ ておぼえ、遅刻、

早退なしのこの教師の諏実さが、 ｀＇別の世界 ” ．に対する信頼を私(::.育てた。

1 9 7 0年7月1 6日東京地方裁判書は、「国家の教育権 」をしりそけ「子どもの学習植と

教育の固ョ」の 原理を基調として、家永勝訴の判決をくだした 。これが杉本判決てある。こ れは、

第一に憲法2 6条の規定が子どもの「学習権の保証」、親を中心とする「国民の教育の自由」を

定めたものであり、国1::.「教育櫨」のあるとするのは相当てないことを明らかにし、第二に、こ

うした解釈に立脚して、憲法23条が教師に学問研究の自由と、その結果自ら正しいと考える教

授の自由、さらに教科書執筆、出版の自由をそれぞれ保証するものてあることを導き出し、結論

として、教科書検定が、教科書の誤記、誤植の指適等の 一 定の許容限度を越え、教科書記述内容

にまて及ぷときは、違憲 違法となることを説示した点において、•憲法解釈の上でも教科書検定の

法的性格究明の上ても、いまだかつて公的機関によって明らかにされたことのなかった新しい判

断にみちみち 、長く歴史にのこ る画期的判決の名に値するものてあった。その判決理由の中て、

次の、思想的に格調高い 一 節こそ、世界史的に不断の危楼にさらされている精神的自由権の不可

侵性とその反面をなす国家権力の限界を明示したものとして、も っとも重視されてしかるべき判

旨であると思う 、と家永は述ぺている。次の 一 節とは 一ー一 「現代国家の理念とするところは、

人間の 価値は本来多様であり、また多様であるべきてあって、国家は人間の内面に干渉し価 値判

断を下すことをしない。すなわち国家の権能には限りがあり、人間のすぺても統制することはて

きない、とするにあるので（中略）あるから、国家は、教育のような人間の内面的価値にかかわ

る精神活動については、できるだけその自由を尊重して、こ れに介入することを避け（中略）諸

条件の整備確立に努むぺきことこそ福祉国家としての義務てあると考えられる。」

この判決は、当恥夕刊で特大活字を用い・た見出しをかかげ、 1 0 ペー ジ中 4 ペー ジにわた

り判決記事と満載した（毎日新聞）。このことは、この判決が、一 般社会にと り、どれほど重大な

ニュ ー スであったかを示している。

教員になって3年目の私は、その判決を神奈川県大和市の小学校できいた。私はこの時「勝

った！！」という感動に酔い浸った。これで教科書以外の教材をこそこそ使わなくてもいいと思っ
． ． ． ．  

たし、教材用のブリントや子どもたちの作文を家で印刷するため．に自前で買った謄写版も不用に
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ワシントンの日本大使館のあっせんもあり、 日米社会科教科魯会議が発足し、アメリカが日本の

教科書に関し「これらの文章は、著者の政治的立場によってゆがめられている」と指摘している

のをみると、国際交流に名を借りた、 アメリカからの検定てはないだろうか？ これも攻撃の1

つとして考えられる。

これらの批判は、真実にもとづいた説得力をもっているものだろうか。批判の例をあげ検討
● ● ● . . ・ ・ ・ ・

を加えてみると次のようになる。 ．

① 「老人ホ ー ムの楽しそうな写真をかかげ、 老人は老人ホー ムヘと教えている」と
•
いう。しか

し、 これは調ぺてみると、老人ホ ー ムではなく、 老人福祉センタ ーのものであった。老人福祉セ

ンク ー は、 家族と 一緒に生活しているお年寄りが昼間など憩いの場として利用したりする場所で

ある。

0 「企業グルーブについての記述が日共系の文献とほとんど同じ」として2つの本文を並べてい

る。が、 「日共系の文献」といっているものは、実は「公正取引委員会の資料」てあった。·• 

0 「中学の教科書はみんなデモの写真ばかりだ」と国会で言う民社党塚本氏。・しかし、本当は

デモの写真は、全部"t'7冊の中学社会科教科書中たった1冊であった。彼は「7分の1」の事実

を「みんな」と強調し・たのだ。

④ そのほかたくさん

というように、コ1は、まさに教科書を実際にみることのできない人たちに対する 一 種の・トリ

ックである。 トリックによって教科書批判を納得させようというのである。

教科書内容を、自民党や財界などの思いのままにするには、教科書の全面的な権力的掌握が

必要条件である。しかし、現行検定制度すら改悪しなければならないとすれば、世論のパックア

ッブなしにはかなりの無理があることは彼らが一番よく知っている。そのためには、まず教科書

内容の、 国民にわかりやすい素材をとりあげ、 うそでも虚構でもなんてもよいから、 ともかく

＂ひどい偏向だ ＂ という大量の宣伝が必要だ。 そして教科書が ｀｀偏向” しているのは厄見行制度

の不備、欠陥による」との、世論の共通認織を、 その大量宣伝によってつくりぁげょうとする。

·1956年の教科書法案が結局成立てきなかったテツをふむことを避けるためにも、彼らはこの

ような世論工作を徹底するであろう。

さて、こうした自民党の教科書攻撃の構図に、われわれは、 はまってはならない。たとえば

「国定化はやめろ、今のままてよい」 「偏向攻撃に動揺することなく、文部省は責任をもって、

しっかり検定行政をやれ」という方向へ世論や運動が傾斜していったとすればヽ支配層の意図は

半ば達せられたといってよい。現行の検定制度は、国定化を意図する極右反動を除き、幅広い支援
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ているわけてはなく、私たちは、今こそ、反撃の声を大きくしなければならない。いそがねばな

らない。

8月1 7、18日、 神田の教育会館で「全国PT A問題研究会」が開かれた。その特別分科

会「教科書はなぜかわる？」て、戦争体験のある参加者 たちは一様に「それは戦争をしたい人た

ちがいるからだ」と断言した。まさにねらいは彼女たちの実感どおりであろう。

この席て、教科書裁判に15年来係わってきた伊藤文子さんは、自民党が「かさこじぞうは

貧乏物語だ＇。大きなかぶはソ連の話だ。教材からはずせ」という圧力を教科書会社にかけたとい

うニュースが流れた時、練馬の5人のお母さんがすぐに500枚のチラシをつくって配り危機を

訴えたところ、それに応えて200名の•お母さんたちが、光村図書に、 「教材からはずさないよ

うに」というはがきを出した。 そのあとて「 教材からはずさないことにした」というはが・きが2

00名一 人一人あてに肉筆できたという話をした。そして、私 たちはできることをすぐ行動しよ

うじゃないか 、そのことが教科書を守るのだ、とつけ加えられた。

ここに私たちがしなければならないこと の出発点があろう。

く付 記＞

本稿は、教育に関する学生の自主セミに教師体験者として参加し報告したものがもとにな っ

ている。 なお、小学校の制服問題を契機につくられた教育に関心をもつ主婦のグル ー ブ「とんび

の会」 （約10名）の11月勉強会において、この教科書問題を学習することにしている。

小学校の制服問題についての私の考えと「とんびの会」の動きについては、付録の拙文とつ

ぎのものをみていただければ幸いてある。

1 「朝日ジャ ーナル」1980年12 月5日号（編集部ルボ：荒れる中学生 ．「なせ燃えられな

・ヘくなってしまった力」）

2 .朝日新聞 1 9 8 1年3月29日 朝刊（家庭欄：小学生の服装を考える）

3 . 朝8新聞 1 9 8 1年5月20日、 22日 朝刊（石川版：制服論、上・下）

4 「
、

子どものしあわせJ No。326 1981年1 0月号（小学生で制服なんておかしいと思

いませんか）

5.「小さいなかま」No. 1 2 5 1 9 8 1年1 0月号（特集：子どもをとりまく衣生活）

（金沢市平和町1-3-8) 
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く付 褪＞

小 学 生 の 制 服 に つ い て
・

考 え る

加恩初校 (1980·9,·16) 

夫滞とも生まれてから3 0数年暮らした東京を駿れ、夫の任地である金沢にやってきました。

こ こにくるまで1 0年間．く教員として小学校で働いていた私は、こちらでも仕事を続けたい

と思いましたが「3 0オ以上の考は採用せず」という県の採用条件があるため、正採用にはなら

ず、ある公立小学校に鵡師として1年契約て採用されました。 （霧師とはいえ8時間勤務て 、給

料は半分でした。）

はじめて、受け持ちの子どもたちに会うと、ふつうは、まず子どもたち．一人一人の名を呼び

ながら何か少しずつたずねます。自己紹介をさせます。休み時間になる．と、

「00 さんだったね。朝ごはんちゃんと食ぺてきた？J

「君は、 何君だったっけ？ そうだっ たね。今日 は、だれと学校へきたの？」

などと語りかけます。そうしていると、2日で4 0名の子どもの名前と顔を覚えてしまいます。

名前を覚えてもらった子どもたちは、名前を呼ばれ、声をかけられるのがうれしくて、急速に奴

師に近づいてきます。ここに教師と生徒の信頼関係のはじまりがあります。

ところが、こんどは、ど うもいつもとちがうのです。4~5日たっても、まだ子どもたちの

名前が覚え られないのです。子どもたちは制服 の左胸に名札を つけているのてすが、それでも覚

えられないのてす。あせりといらだちの中で、だんだんその理由がわかってきまし た。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 制

服と名札｛•こその原因があったのです。子どもたちが制服を着ているために、私は子ども一 人一人

の個性が、どうにもつかめないのでした。私服だったら（私は、公立小学校の生徒の制服姿に、

初めて出合ったのてす）、 「 自動きが軽い彼女に半ズポンはふさわしいな」とか・： ・ ；「あの体格の
. . .  

いい彼女は、ウエストでとめるスカートは苦しいんだな。ジャンパースカ＿・トが出く似合う」と

か、 「彼は、冬でも半そでt；という。上手に育てているな」とか、 「彼は、←咋日のドッチボ ール

て汚したシャツを また着てきたけれど、お母さん具合でも悪いのかな。きいてみなくちゃ」と い

うように、服装に表われる個性とか生活をも含めて、 名前と顔がつ かめるのに、制服だと、そう

はいかないのです。 「極端にだらしの ない子」だけはすぐにわかるのですが、それ以外の何か、

（服装に表現される何か）は、すぺて、服装の中にかくされてしまって、見えてこないのです 。
--- -------------- ---------

又、制服を着たら、どの子も同じようにみえる3‘ら、名札が必要になるのでしょう。それて、

名札をつけているために、 名札をみれば子どもの名はわかるものだか ら、（顔を見ずに名札を見

るのです）、教師は自らすすんで子どもたちとコミュニケーションをもって名前を覚えようなど
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稽脱というようなことまで親や教師が言わないと、、ゴモをかきながらも著こ·んだままているとい

うふうなのです。朝会のとき、ほとんどの子どもたちが上着を著ずに体育館に並びました。朝会

が終って、子どもたちが教室にもどる時、子どもたちの列の中ほどにいた私を校長が呼びとめま

した。そして、

「加藤さんの席'(組）
c:・ ．， •．;.、...

の子は服装が乱れている。きちんとさせなさい。」

と、言いました。はじめは何のことかわからなかったのですが、それが ＂ 上着を着ていないこと ”

を指すとわかった時は、i；；；んとうにびっくりしました。

暑くても規則祝‘らと我慢して上着を著せておくことと、馨ければ自ら脱ぐという子どもを

育てるこ·とと、 一体どちらが本当の教育なのてしょう？ （しかも、学校のきまりには「原則と
. . .

して標準服を箸ること」•とあるのですから、これに照らして考えると、へんな気がするのてす）
． ． ． ． ．  

私は、暑くても規則だからと汗を流して上着を着ている教育が戟後反省されて日本匡憲法が

てき、教育基本法ができたのだと思っていました。だから「日本国憲法を守ります」と誓って教

員にな
、

った私としては（校長とて、同じ誓いをしているのてすが）、．当
・

然後者を本当の教育とし

て選びます。

このことがあって以来、私には制服着用を強制することが、・一種の思想教育てあり、偏向教
. . 零

育なのてはないかと思うようになりました。これは明らかに教育の中立性をそこなうものです。

子どもたちが ＂服を着る” という行為を通して学ぶことは、暑さ寒さによって服の着脱をす

るということだけてはありません。どこて、どんなときにどんな服装9 をすればいいのかというこ

とも、日々の生活の中て学んでいきます。それはまさに文化の問題てす。

例えば、学校には、ひざより長いようなスカ ー トは、動きにくくてはいては行けないという

ことや、洗たくのきかない上等の服は、服を汚さないようにすることばかりに気を使って、勉強

にも遊びにも身がはいらないからだめなんだということや、厚い服一枚着るよりも、うすいのを

2~3枚重ねて著ていく方が体温の調節ができていいとか、汗を吸いやすく洗たくしやすい木綿

が通学にはいいとか、 この色とこの色はよく合うけれど、これ ＇とこれては合わないとか、・私には

黄色より青の一方が似合うけれど〇ちゃんは黄色がよく似合うとか・・・・・・・・、そういうことをいろ

いろな経験 を通して学んでいくことが次第の文化をつくる子どもたちを育てる

という意味で大切なことなのてしょう。

（しばしば失敗）

毎朝、いろいろ考えて服を決めて学校へいく子と、考える余地もなく、当然のこととして制

服を着ていく子とでは、 6 年間で、どこがどうちがってくるてしょうか。

金沢市内では、 一 校を除き、オーてで小学校て同一の制服が決められそし、るということてす。

ここに来るまて30数年間、小学生の制服姿など考えてもみなかったことですがくここ七そ
・,.. < .-_,.

の姿を見、 こうして考えてみると、教育にたずさわる者にとってばがりt•なく ．、 ・子どもの教育を
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魚 陸 に 上 る (8)

一魚 か ・ ら 人
・
間 ま で の 歴 史ー一

奥 野 良 之 助

第 2 章 あ らかじめ心得おくべき若干の知織·.

さて、 「魚 陸に 上る」もこれからは、次第に高度になり専門的になり、つまり易しくい
うと難しくなってくる。そんな難しい話、ょう書くんか、という疑問はもっともだが、なに、私
にだって、難しい話くらい、その気になれば書くのは易しい。

昔、あるところに古寺があった。人のいない古寺には常に怪物が住みつくことになっている。

怪物がいると、それを退治しようという人間が出てくるのも、人の世の常て•ある。だから ｀’怪物”

は人の世に住みにくい。この古寺の怪物も、力自慢、腕自慢の連中に毎日毎晩おそわれ続けた。

しかし彼は、そのすぺてを切り抜け、逆にその連中をことごとく退治たのである。それは、この

怪物が ＂肉体派” てはなく ＂知i生派’'であって、やってきた人に問答をしかけ、答えられなくな

ると食べてしまぅ、 「問答怪物」だったからである。これては力や腕11役に立たない。となると

次は頭自慢、舌自慢の連中のお出ましとなる。今なら大学教授あたりだが、昔1よ知識人といえば

坊生ということになっていた。いずれにしても、あまり賞められた職業ではない。近郷近在はい

うにおよばず、遠郷遠在からも名僧知範が続々とおとづれ、かの怪物に問答をいどんだのだが、

ことごとく負けて食われてしまった。知織人が払底した当時は、さぞさっばりしたことだろう。

そこへ、どういうわけかいつもそうなのだが、 1 人のこじき坊生がやってくる。話宏聞いて、こ

れも決まったャリフを吐く。 「そうか。それならワシがちょいと行って、片づけてきてやろう」

村人は「お前さんでは無理だ」たとめるが、坊さんはきかない。

． どうも、のっけから話がすぺり出して止まらなくなった。困却·しているのだがやむを得ない。

さて、1人古寺で待ちうける坊生の前に、問答怪物があらわれる。ソモサン！ セッパ！ ちな

みにいうと、これは禅問答のはじめに、•お互いに．どなる言葉である。ソモサンとは大変難しい漢

字て、たとえ調ぺてみても当用漢字にはなく、したがって我がクイブにもないのでここに誌すわ

けにはいかない。だから調べないことにするが·、その意味ii、さあ聞くぞ、といったようなもの

である。セッパはいうまてもなく説破。これは問答の気合いのようなもので、現代の学会あたり

ても、質問のときにソモ”・サン ・！と．どなれば面白い。間かれた方もセッバ！と返せば、変なところ

380 



て妥協するわけにいかなくなり、論戦が少しl;i:/舌気をおびるかもしれね。日本生物学会の大会で

は是非採用したいc余歌はさておき、といっても現在余談中だが、かの怪物と坊生が、ジモサン

！セッ、心とやって•いるうちに、坊生にはこの怪物の正体がわかってきた。もしそうなら、いか

に難しい問題を出しても勝ち味はない。そこて、 一計を案じて1つの問題ま出したところ、果し

て怪物は答えられず、七転八倒の苦しみの後に、とうとうあの世（こ旅出ってしまった。もっとも

怪物にもあの世があると仮定しての話だが。

さて、この坊生はいかなる問述を出したのだろうか？彼は、自分も答を知らない問題を出し

たのてある。この怪物は、人の心を読みとる怪物てあって、だからいかに難問でも答を知ってる

と読みとられてしまう。その代わり、いかに簡単ても、答を知らなければ読みとられようがない

というわけて•ある。大学の教官になってわかったのだが、学生というのはおおむね問答怪物てあ

って、どんな問題を出しても実によくこちらの心を転みとって答案を書いてくる。自分の本音は

なかなか現ゎさないものてある。そこで、 一 度自分も知らない問題を出してやった。いわく「生

きている化石ば、どうして生き残ってきたか？」こんなのわかるはずはない、と思っていたら、

学生の方が一枚上ゎ手で、実にもっともらしいことを書いてきた。こちらの心にないことまて読

みとってしまうらしい
9

0

,., . 

いったい何が言いたくてこんな話をはじめたのか、自分ても定かでなくなっできたのだが、

どうやら、自分でも知らないことを書くと話が難しくなる、と言いたかったらしい。今をときめ

く生態学界のプリンス、もうキングになったかな、京都大学川那部教授が助教授のころ、その学

生どもが私の所へやってきて、 「川那部先生の講義は難しくてさっぱりわかりません。どうした

らいいですか」と言ったことがある。 「そんなもん、気にするな。しゃべってる本人がわかって

へんのやから」驚いたことにその学生どもは、 「やっばりそうでしたか。安心しました」といっ

て帰ってしまった。あとで川那部教授にその話をしたら、 「どうもありがとう、解説してくれてJ

とお礼を言われたから、やはり彼の講義はそうだったらしい。私もそのうち真似をして大学教授

に出世することにしよう。•

というわけて、難しい話くらいだれても簡単にてきるのだけれども、自分が知っていること

ても話が難しくなることもある。人間何て考えるかというと、言葉て考えるのてあって、あの天

才｝li那部教授てすら、アメリカヘ留学したときには思想が貧困になったそうである。 「何せ、英

語で考えんならんもんな」つまり、言葉で言い表わした知識なるものが、ものを考えるときには

どうしても必要になるのであって、知らんこどは考えられんことになっている。そこて、・「魚か

ら人間までの歴史」というような高度な話には、．．どうし・ても、あらかじめ心得おくべき知識が要

るとし～うことなのである。

といっても大したことではない。化石、地質年代、それにセキツイ動物の大分類の3つであ

る。本当はもっと要る（たとえば比較形態学）のだろうけれども、著者も知らぬことを書くと読
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者に解るはずはない、などと書いたばかりだから、書きようがなくなってしまった。もっとも、

たった3つだからといって、短いとは限らない。

5 化 石

化石とい えば、昔生きていた生き物が死んで埋められ、石に化けたものだ、と一 般に思われ

ている。まぁそれでよいのだけれども、学問的にいうと、実はそれでは不十分なのてある。化石

という言葉自身、 「石に化した 」というだけで、別に生物が、という限定はしていない。•生物化

石といってはじめて、石化した過去の生物という意味になる。日本の学界には奇妙な習慣があっ

て、たいていの学者は科学用語を日本語できくと、その原語を知りたがる。生態学の用語に「す

みわけ」というの があって、これは日本の学者が日本の生き物を調べてみつけ出した現象なのだ

けれども、つまり「すみわけ」 が原語なのだけれども、それに近い英語の用語をさがして、「あ

ぁ、ハピク ー ト・セグリゲー ションのことか」と安心したりする。まあ、日本の科学用語はほと

ん どすべて、向うの言葉を翻訳したものだから、そういう思考法になるのも、やむをえないこと

かもしれない。そこで、化石の原語をたずねると、フォッシルということになり、これはそのま

た原語であるラテン語の「掘り出された物」となる。 それなら発掘物と訳せばよいてはないか、

といわれる向きもあるかもしれないが、明治の学者は同時に漢学の素養があったものだから、中

国で古くから使われていた唯緒正しい化石をとったのである。書くことはおろか、読むことさえ

おぼつかない、漢語的な骨の名前には閉□するが、フォッシルは発掘物というよりも、化石の方

がよい。

さて、化石が 生き物に限らないとするならば、掘り出しさえすれば何ても化石になってしま

う。もっ とも、掘り出した ＂石” は、埋まる前から石だから ＂化’'石とはいえ ない。 ttさざれ石

のいわおとな” った岩は、つまり砂岩やレキ岩は、化石かも知れぬ。まぁ、ふつうは、生物体お

よびそれに関連あるものを化石ということになっている。だから、恐龍の足跡は化石であり、埋

蔵小判は化石とはいわない。ともかく、もし化石が全くなかったとすれば、すでに滅びた生き物

のことは何も判らないわけで、かのキュウ ’'ィエはあれほどの栄光はえられなかったにちがいない。

その代わり、キュウ ’'イエ のとなえた創造説が、いまだに信じられていたはずである。

キュウ ”イエの時代にはすてに、化石が過去．の生物の遺がいであるということは判っていたが、

その前はそのことすら判っていなかった。何でも知ってるアリストテレスは、もちろん化石のこ

とも知っていたが、これが過去の生色物のなごりというところまでは思いいたらず、 「ある特殊

て神秘的な力によってつくられたものである」とかなんとかいってすませておいた。「ある特殊

て神秘的な力」というのは、使いようによっては便利な言葉である。「お前は、なせこんな長い
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2人は、・ 共同謀議の上、ペリンガー先生をワナにはめることに した。

その方法が、実は何と もいやらしい。これが学者のすることか、と思うようなこと だが、学

者だから できたので、 学者以外の人にはなかなか できそうも ないこ とかもしれない。・まず彼らは

3人の学生を手下にすら。えらい人というのは、自分の手は汚さないものである。2人はい やい

やだっ たらしいが、 1 9 オのセンガー は積極的に協力した。卒業証書か就職先か、そこまでは判

らぬけれど、そういう反対給付が約束されたに相違ない。いまでもそれは、学生を使うときの教

官の、常とう手段だから である。学生どもは先生にいわれて、まず
・
化石’'づくりをやった。 石

灰岩のかけらを彫刻して、 ベリンガ ー先生が喜びそうな形のものをつくるのである。そして、そ

っとある場所に埋めておき、 一 方べ．リンガ ー 先生の所へいって、•こんな化石がとれたと報告した。

ペリンガー先生大いに喜び、早速出かけていったのはいう・まで もない。掘ってみると出るわ出る

ゎ、 いままで見たこ1:.もきいたこと もないような変った形の化石をごっそりと掘り出して、 つく

って埋めてあるのだから当然だが、先生は宇項点になってしまった。そして、つくりものの化石

を何と 2000個も集めたのてある。つくる方もつくる方だが、気づがずに集めた方も集めた方

だとしかいいようがない。造形に困って、ずい分変なものもつくったらしいが、何しろ「ある特

殊な神秘的な力」の働いている時代のこと、ベリンガー先生、だまされていることに気がつかな

い。 いちばんの傑作は、円のまわりにいく本かの線を放射状にえ がいた化石てある。 よく子供が

書くお8様ー一子供だけでなく、生態系の絵を書くときには私も使うが 一ー そっくりて、い

くら何ても気がついてもよさそ うであるが、やはり「特殊て神秘的な力」は恐しい。後に、 これ

らの ＂化石” を も うらした大冊の「図集」i
．

・「ウ” ュル ‘Xブルグ産の化石の石版図集」を出版した

とき、この化石に次のような名前さえつけた。いわく、 ＂輝く・太陽の化石”。

ところが、エックハルトとローデックのもくろみはま
・
んまとは ずれ、ベリンガー先生は、並

ぶものなき化石学者 として、その名声をますますとどろかせたのてある。何しろ当人が気がつい

ていないのだから、読者の方が気のつくはずはない。期限の切れた定期券ても、当人の気のつか

ぬ間はみつからないのと同じ理屈である。エックハルトとローデックはそこて落胆しただろうか

？いや、このあたりにこの事件の、何と も言えぬ隠険さがあるのてあって、彼らはにんまりと、

ほくそ笑んだのてある。 2階から落ちて も怪傷は軽いが、 20 階から落ちたらまず助からない。

致命的な打撃を与えるには、なるべく高所へ上げておいた方がよいのてある。

ころやよし、 2人は手下の．学生に、ある “化石” の製作を命じる。それは、 ＂ベリンガ ー'’

という名前を彫った ｀＇化石＇’ てあった。さ すがの「ある特殊て神秘的な力」 も、ここまては効か

なかったbだまされていたことに気づいたベリンガー先生は、出版した「図集」をてきる限り買
. ·. .. 

いもどして焼き捨て、職を辞めて行方をくらましたという。

やがて真相がわかり、この悪 らつ な 2人の学者も非難をあびて職を追われたというのが、 こ

の隠惨な事件のわずかな救いであるが、どうも後味が悪い。この世からいたずらがなくなると、
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何とも味気がなく なると思うが、いたずらというものは本来、公明正大にほがらかにやるものな

の．である。 （この項、井尻正二著「化 石」岩波新書、よりの盗用。例によ ・って鬼ひれ付きのオナ

ガサメだから、心配性の人は原著を当ること。当って損はしないことは、当てにはならないけど

私が保証する。）

化石にまつわるうそつき話としては、もう1つ、 “ビル・トダウン人事件’'という有名な話が

ある。有名だから御存知の方も多いと思うが、世のすべての科学者から非難ぎ慕げているこの事
．件の主人公、弁護士ドウソン氏を、私は秘かに尊敬申し上げているのて、べ,‘りここで書いてお

..r• ••

かずにはおれない 。ずいぶん昔の「自然」に寺田和夫氏が、 「今世紀最大の知能犯·J�と十泣視速が． ．、ゞf・＾ヽ•_..

しで書かれたものを、当然のことな が らずいぶん昔に読み、その雑誌がどこかへいっ‘
•てしまって

手許にないものだから読みかえすわけにもいかず、まあ手許にあってもおそらく読みかえさなか

ったとは思うが、こまかな点ではいろぃろ記憶ちがいもあるかもし れ ない 。でも、大筋ては まち

がっていないはずである，

時代は、ベ リンガー 先生のころからずっと降って今世紀になってから、したがってそしもの

「特殊で神秘的な力」もおとろえ、化石は過去の生物の遺がいであることは明らかとなっていた。

それどころか，人間の先祖らしい化石もいくつか発見されていて、動物と人間とを結ぶミッシン

グ・リングの発見競争がおこっていた時代である。そのころ、し・イ‘ ・・ギリスのピルトダウンという町

にすむ弁護士ドウソン氏が、ほぽ完全な頭骨の化石を1つ＼当時のイギリス地質学界のリ ー ダ ー

であったエリオット・スミス教授の．とこうへもちこん だ。ドゥソンは本職のかたわら、地質や化

石のことを研究しており、もともとイギリス人というのはこういう 人が多くてく生物がただ好き
‘

だというそ・れだけの理由から野生の生物をどっさq算ぺているアマチュアの生物学者、いわゆる
. •·澤． ＂；．ヽ

ナチュラリス トがたくさんいて、それがまたつまぢ士にまかな こと まで良く知っているものだか

ら、我々本職の生物学者は大いに迷惑するのだけれども、ドウソン氏も
、
そうい った 人だったので

．あろう。

さて、この頭骨を見たスミス教授は驚喜した、というのは少しオーパー な表現だけれども、

喜んだことは事実である。彼は、これ こそまぎれもなく人間の御先祖様である、と確信した。同

じイギリスにド・ベアとい う大変えらい 動物学者 がいて、名著のほまれ高い「ウ’'アー テプレイト

ズ ーオロジ ー 」訳して「セキツイ動物の動物学」•‘という本を書いているが、その本をどういうわ

けか私が持っていて、先日何の気なし｛；；；めく？ていると、このドウソンが見 つ けた頭骨の図版が

出ており、解説がついていた。その部分を訳しておこう。

すべての人間の化石の中で最も重要なものの1つは、エオアントロプス、す なわちサ

セックスから出たピルトダウン人の頭骨である。頭骨の諸骨は非常に厚く、そして下

あごはチンバンジ ーのそれに驚くべきほど似ていて、おとがいは結局存在せず、大き
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りヤス••リでけず って歯をうまくかみ合わせたり、相当手の こ んだ細工が施してあったこともわか

った。こうして「今世紀最大の知能犯」ドウソン弁護士の犯行はあばかれたのてある。

し かし、上手に細工
、
したというだけては、 ｀｀技能賞’'は与えられても ｀．＇知能賞 '9 は出セない。

なぜドウソン は今世紀最大の ＂知能’'犯なの ．であろうか？ それを理解す るには、人閲がサル、

正確にはサルの先祖、から、いかにして生まれてきたが、ということをさぐってきた学者の丘史

を、少々知らなければならない。などといっで、また長い長い話にひきずりこもうという魂胆な

のである。

チャ ー ルズ ・ ダ ー ウインがおっかなびっくりて、人間はサルから生まれたにちがいない、と

つぶやいて以来、人間の先祖をさぐる研究がはじまり、現在もなお続いている。
•
こと．．が人間の先

祖にまつわるの
＇

て、いろいろと奇怪な話がいっぱいあって｀現代でもしよっ中もめているらし い。

さて、この問題について積極カカンに発言したの は、ダ ー ウインの後継者をもって任じていた、

ドイツのエルンスト・ヘッケルである。彼は、 「個体発生ば系統発生をくり返すjとか何とか、

無責任なことを言い出して、生物学界に混乱をまき おこ し、 その結果生物学の進歩をもたらした

学者だが、人類の先祖につ いても予言をおこなっ ている。いわく、 「サルと人間とを結びつける

中間の化石は、必らず東南アジアで見つかる。そしてその化石は、直立して2足て歩行し、言葉

をしゃべれなかったにちがいない。」 ． 彼はその上、まだ見つかりも
、
していないその化石に、ピテ

・カントロプス・アラルスという学名までつけてしま っ たのだから、やはりえら い学者である。ピ

テクはサル、アントロプスはヒト、ラルスは言葉でアは否定だから、この学名 を直訳すれば「 お

しゃぺりてきない猿人」ということになる。

ヘッケルが絶大の自信をもって主張した、その根拠は、次のようなことである。人類に最も

近いサルはテナガザル、つまり ギポンである。ギポンは東南アジアに住んでいる。だから、中間

の化石は東南アジアでみつかるにちがいない。サルと人間とのちがいは、言葉のあるなしである。

体は人間的になっても、それはまだ言葉を持っていないに相違ない。何とも単純明快な三段論法

であるが、それだけに論旨はまさに機械論的で、なるほどヘッケルは機械論者てあるわいと納得

できるような説ではある。ここて、機械論とはどんなもので、なぜヘ•，ケルは機械論者なのか、

などということは質問しないていただきたい。もっ とも、機械論者てはないはずのダーウインで

さえ、アフリカにチンバンシー がいるから 人類発祥の地はアフリカだ、てなことを言ってるから、

あまりあてにはならない。

かくの如くヘッケルの予言は無責任きわまなものであったが、何しろ神にもまがう権威のあ

ったヘッケルの言である。ころりとだ まされる人が出てくるのもやむをえない。だからえら い人

J:、発言に気をつけなければいけないのである。 「龍言、汗の如し」という言葉がある・。龍言と

は天子の言葉てあり、一度発せら れると汗のごとくひっこみがつかないから、天子たるもの発言

に注意せよ、という意味である。
．
その昔、私がまだ大学のs4年生てあったころ、京都大学告示第
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9号というのが出て、 「学生は、学生大会においてストライキを議してはいけない。読した場合

責任者を処分する」とあった。折悪しく、ある無届集会、といっても届けたの（：：許可されなかっ

ただけ なのだが、において、読長をやっていた、と見なされた、学生が放学処分になり、全学的

なストライキに発展してし まったことがある。大学当局はストライキをやめろ、と当然いう。「そ

んなこというたって、ストライキ止めようと思たら、また学生大会を開いて、詭論せなあきまへ

んやろ」 「 したらいいで はないか」 「ストライキだ読したら、また処分せんなりまへんで」 「・・

．．．．．．．．？」結末だげ書いておくと、この京都大学始まって以来の全学 ストは、当時の総長、滝

川事件の滝川幸辰にまんまとだまされて、放学処分を撤回できずに、8日目に＜ずれてしまっF 。

年末だったから、すぐに教室の忘年会があり 、まだ腹を立てていた我々は、 「告示第9号」賞品

「練り歯みがき」といった福びきをつくった。 「出したが表後、絶対にもとへもどらない」とい

うのがそのココロである。・ともかく、権威のある人は滅多なことを言ってはいけない、というこ
9 • •: •シ

とを言いたいのてあって、せいせい日本生物学会会長程度にとどめておくのがよ ろしかろう。

もとへもどそう。ベヘッケルにまんまとだまされたのが、オランダの若き医学徒、デュポア ・て

あった。彼は、ヘッケ｝いのピテカントロプス ・ アラルスを発見することこそ、自分の一生の天命

だ、と、どういうわ けか思いこんてしまうのてある。といって も、貧乏医学生のデュポアに、東

南アジアまでてかけていって掲り まわすなどという資金はない。そこ で彼は考えた末、軍隊に志

顛して軍医となった。この前の戦争まで、今のインドネシア、つ まりスマトラ、ジャワ、ポルネ

ォ、ニュ ー ギニア（パプア）など は、オランダの植民地だっ↑このである。願かなってデュボァは

ジャワ島に配属となった。そし て、軍務のかたわら、・ジャワ島をあてどもなく掘り返しはじめた

のである。

もともとのヘッケルの予言がまちがっている上に、1人でこっこつ掘ってみたところで、た

ださえ少ない 人類の先祖の化石など、見つ かるはずはない。もし見つかったら、それ は何かの間

違いである。ところが、その間違いが本当におこつてし まったのだから、世の中というものは、

恐しいといおうか、楽しいといおうか；

歌て有名な、といっても昔の歌だから若‘い人は知るまい が、ジャワ島にプンガワン ・ ソロと

いう河、というのは正確で はなく、プンガワンというのが河の意味だから、ソロ河といわなけれ

ばならぬ、そのソロ河のほとりで、彼は途に目ざす化石を掘り当ててしまったのである。

頭がい骨の上半分、大たい骨 1 本、そして歯が2~3 個。 デュポアが得たのはた
・

ったそれだ

けであったが、見 る人が見ればこれだけで相当なことが判るのてある。たとえば 、ほ乳類は主に

歯て分類する。たとえ現生のほ乳類がすぺて絶滅していたとしても、歯さえのこっていれば、そ

の分類は簡単にできる、と うそぶく人さえいるくらいである。現物が丸ごとたくさん生きている

現在て
・

さ え、ほ乳類の分類は混乱をきわめているのが実情だから、 そんなことできるはずはない

と私は思うが｀·現物がしくるからややこしくなるので、歯だけだったらかえってうまくいくとい う
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こともまた 一 理；；；る 3 もっとも、歯で分類てきるのは、門歯 ・ 大曲 ・

・
き 99 う歯に分れ、しかも複

雑怪奇な突起やら隆起をそなえている歯を持つほ乳頻に限るのであって、同形の歯が単純に並 Iミ

でいるだけvつは虫類などではできない一歯がなくなった鳥類ても、もちろんできない。菌の話は

いずれ はるかな先でとづくりと説き明かすことにしよう。実をいうと、私にもよく判らないのだ

が、ほ乳類のところまてたどりつくには1 0年か20年か、あるいは数十年かかる予定だから、

おそらく勉強する必要は あるまい。大たい骨は、 その動物の身長や体重、あるいは四足で歩いて

し、たか二足歩行か、などを推定するのに最もよい骨である。そして頭骨は、たとえ半分だけでも

脳容量を教えてくれる。わずかに出た骨がすべて重要な部分であったとはくデュポアはつきにつ

きまくっていたとしかいいようがない。

しかし、デュポアのつきは、ここまでであった。彼はその化石を調べ、その ｀＇動物” が大体

人間くら いの大きさで、わずかに前かがみではあるが直立二足歩行をし、脳もまた、サルよりず

っと大きいことを確かめた。まさに、サルと人間との見事な中間形である。彼は ら これこそヘッ

ケルの予言し た生き物であるに相違ないと確信し、ピテカントロブス ・ エレクタス（直立猿人）

と名づけた。ふつうジャワ原人とよばれているものである。アラルスと名付けなか ったのは、化

石だけから言葉をしゃべっていたかどうか判らなかったからだろうが、ヘッケルの言いなりには

なりたくないという意地もあったのかもしれない。彼は、意気陽々として、だろうと思うが、学

界に発表した。

ところが、意外にも学会はデュポアに冷たかったのてある。大たい骨1本では直立してたか

どうかわからぬとか、脳頭がいは上半分でしかも内側には石がつまっているから、脳がそんなに

大きいかど うかわからぬ（デュポアは800立方センチと推定した）とか、どうせ そんなことを

いろいろ言って、itちをつけたのであろう。ドウソンの場合と大変対称的である。

発見の喜びが大きい分だけ、デュポアの失意も大きかった。•彼は、研究室の金庫の中にその

化石をしまいこみ、 だれにも見亡ることさえこばむょうになった。そし てそれからの20年、頭

骨の内側につまっている石を、豆磨をこわさぬように少しづつとりはずす作業に専念し たという。

人気のない、うすぐらい、かどうかは保証の限りではないが、おそらくそういうふんい気の 研究

室で、たった 1 つの頭骨相手に20年。鬼気せまる感じをいだかれないだろうか。

石のとりはずし は成功し、脳容量はやはり800立方センチは十分あることが実証された。

ゴリラやチンパンジーですら4 0 0立．方センチにすぎない。少なくとも、並みのサルではないこ

とはたしかである。その上、そのころになると、ケーニヒスベルトという学者が、同じジャワの

ソロ河のほとりで、もっと完全な新しい化石を見
・

つけたし、
・

かの有名な北京原人の化石もみっか

り、デュポアのピテカントロブスとほほ同時代で同じなかま に属することも明らかになっていた。

こうしてデュポアの発見は再評価され、ジャ
・

ヴ原人の発見者として歴史に残ることになったので

ある。この再評価に対して、デュポアがどういう態度をとったのかは、私の読んだ本には書かれ
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でいながった。また大いに喜こんて栄光につつまれたというのなら、あまり面白くないが、今こ

ろ何言ってると冷笑したのではないかと、例によって何の根拠もないけれど、私は思うことにし

ている。なお、現在はこのジャワ原人を 、我々と同じホモ属に入れて、’北京原人ともどもホモ・

エレクタス（直立原人）と呼ぶことになっている。それにはそれなりの理由があるのだろうし、．

いかんというつもりはないけれど、ピテカントロプスというゆいしょある名前がなくなってしま

うから、私はあえて、ピテカントロプス 、 エレクタスということにしている。

ここて話は、ピル
・

トダウン人事件へともどることになる。・まじめなデュポアのピテカントロ

プスが冷たくあしらわれ、ふまじめなドウソンのエオアントロプスがもてはやされたのは何故か、

ということ
・

てある。

科学者、特に自然科学者といえば、ものごとに対しで厳正中立、純客観的な判断をするもの

と、ふつうには思われている。とくに我が日本生物学会の会員は、科学者てある会長の言動を見

聞しているから、そう思うのは無理もない。ところが、実際にはそうでないことが多いのである。

ことは人間の先祖の問題、科学者といえども、先祖はこうあづてほしい、という顛望が心の中に

秘んでいる。その理想的先祖像とはどんなものか。人間はまず頭が良くなって動物界ヽらぬけ出し

た、と考えたくなるのがふつうである。とくに欧米ては、動物と人間とをきびしく分けるキ·i)ス

ト教の影響が強いので、動物にはない知性、そのもとになる脳によって、人間 だけを特別視した

がる傾向を持つ。デュボアのピテカントロブスは、確かに二足歩行をしていたが、 脳は現代人の

半分しかない。こんな頭の悪い奴を我々高貴な人間様の先祖と認められようか！とは、別にだれ

も言つてはいないけど、思っていたにちがいないと私は邪推している。なかでも学者（：、腕力に

は自信はなくとも、頭の良さには実力以上の自信を持っている生き物である。 もっとも、このご

ろは栄養がよくなったせいか、自動機械が普及して頭を使わなくてもよくなったせいか、腕力に

も自信のある学者が増えてきて、栄養の悪い時代に育った私など、たえずおびえていなければな

らなくなった。まぁ今のところ、大学てはまだ、腕力より0カ、つまり口げんかで決着をつけ る

習慣がのこっているので、何とか持っているけれど。
....、

一方、ドウソンのエオアントロブスは、下ぁごに代表される肉体の方はサル的だが、頭の方

は立派なもので、人間にひけはとらない。そういう風につくったのだから、そのはずである。こ

こまでくると、ドウソンがいかに ＂知能犯＂ かがわかるだ ろう。もしドウソンが、現代人の下あ

ごにチンパン ジーの頭骨をくっつけていたら、たちまちそのインチキは見破られ、ほおむり去ら
． ：・弓 •

れたにちがいない。学者はどんな化石を欲して・いるか？ ・・ 体はサル的で頭は人間的なものにちが

いない。ここまでドウソンは、学者の ＂思想性” を深く見抜いていたのである。自分の書いたす

じ書きどおりに踊っている学者を見ながら、ドウソンはスリルと喜びを感じていたことだろう。

ビテカンートロブスを発見したときのデュポアの喜びとは全く異質だが、．どちらが高度な喜びかと
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閏かれたら、私iまちゅう ．ちょなくドウソンをとる。デュポアをとる人がいたって別にかまわない

が。

昔、名うてのうそつきがいた。友人を片はしからだましては喜んていた。そのうそつきも寄

る羨波には勝てず、とうとう8月日をも知れぬ病気となった。彼は、これまでさんざんだましてき

た友人たちを、まくらもとに呼び集めた。みんなが集まったところをみると、彼のうそというの

は、それほど深刻なものてはなかったらしい。彼はみんな（ここういった。「私はこれまで、ずい

ぶんうそをついて、みなさん方に御迷惑をかけてきた。この様子ては、私の命ももう長くな い。

死ぬ前に、ひとつだけ本当のことを言って、みなさん に罪ほろぽしをしておきたい。私が死んだ

ら 、庭の松の木の下を採ってほしい。箱が1つ埋めてあって、その中にみなさんへのかたみをい

れておいtこから．、それを分けてほ．．．しい。」 うそつきはそう言って死んてしまった。この遺言を聞

いた友人は．、二派に分れた。 「どうせあ．．． いつのいうことだ。またうそに決まっている」というの

が半分、そ して「あいつにしてはまじめな顔だったし、言い方に も真実がこもっていた。人の死

するときその言や善し、と・いうてはないか。そこまでうたがったら かわいそうだ」というのが半

分。そこてみんなは 、だまされたと思って掘ってみることにした。すると、松の木の根元から 、

立派な箱が出てきたのてある。疑がっていた人たちも、一瞬、 「やはり本当だったか」と思った n

思わずいきごんて箱を開けてみると、中から紙が1枚、それ にこう書いてあった。

［これがうそのつきおさめ」

若いころ落語てこの話をきいて、すっかり感激したことがある。ものごと、やるのだったら

．ここまて徹底しなければならぬ。1�から 、ドウソンの業績には、私は大いに尊敬しているのであ

る。何をかくそう私も、ドウソンに優るともおとらぬ大計画を練っているのてある。その内容は

秘中の秘であって、いかに日本生物学会の会員といえども、漏らすわけにはいかぬ。計画はすで

に、あらかたてきてい るのだが、ただ1つ解決てきていない点があって、実施は見合わせている。

それは、うそというものはい つかはばれる、という点である。もうひとつ言えば、うそはばれな

ければ ＂真実 ” になってしまって、だました方としてはさっばり面白くも何ともない。と．ころが

ドウソン・クラスの大うそとなると、ばれたと・きにこちらが大変な目に合わされそうてある。•そ

れを逃れるためには、ばれる前にこちらがあの世へ遊行しておかなければならない。このタイミ

ングがはなはだ難しいところで、この点でもドウソンは、尊敬に値する人物といえよう． o

これからはじまる難しい話の予備知識として、化石の話をはじめたはずな のに、これては少しも

予傭知識（こならないことは、書いてる私がいちばんよく判っでいるのだが、もとへもどそうとい

う努力をしているうちにくたびれで・しまった 3 以下、簡単に片づげよう‘ s

古生物学や進化の本を続むと、実にさまざまな生き物が出てきて、過去から現代まて生き杓

はかくのごとく変遷し進化してきたかが＂まるで見てきたように書いてある 2 当諭文もこれから

先｀次第1こそうなっていくのだが、化石て出てきた 9 つ 1 つの生稔11たしかに、実在したものに
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ちがいないとしても 一一 実はそれも少々怪しい化石もあるが 一一 、全体としてはあまり信用

しない方が安全だ、ということてある。というのは、過去の生物のすぺてが化石になっているわ

けてはなく、また化石のすべてが発見されているわけてもないからてある。今かりに、過去の生

物の全種数の1 ％が化石になったとしょう。そしてそのまた1 ％が発見されているとすれば、進

化物語に使われている生物は、たった 0. 0 1%、つまり 1 万分の 1 になる。現在動物は 1 0 0

万種いるといわれる。今か ら 1億年の後、そ のどれくらいが化石になっているだろうか？ 1%

とすれば 1 0 万種、そして発見されるのは 1 万種ということになるが、少々過大8沼価てあると思

われる。化石をもとにした話というのは、この程度の確実さのものだと思って読む方が安全て•あ

る。

次に、それてもあらゆる生物が同じ確率て化石になっていてくれれば、およその見当がつき

昔の生物世界のあらましが再現てきるのだが、それがまたそう都合よくいかない。生物の種類に

よって、化石になりやすいものとなりにくいものとがいるからである。それを理解するには、生

物がいかにして化石になるかを考えなければならない。

アフリカの草原てシマウマが1頭死んだとしよう。死に方は、天寿を全うしようが、病気に

かかってであろうが、ライオンにたおされたのてぁろうが、それはお好みに合わせてもらってよ

い。このシマウマの死体は、まず肉食動物によって 食われる。まずライオンが食つて次にハイエ

ナが食う。さらにハゲワシも食う。ハイエナは骨もかみくだいて骨髄まて食べる。残された骨は

どうなるか 。強い太陽に照らされ 、大雨に打たれ、こまかくくずれたところを風に吹きとばされ

る。化石になるどころてはない。地面の上て昇天した生物は、まずすべて化石に残らないとい っ

ていい。

化石に残る ためには、死体がくさらぬうちに、少なくとも骨が風化しないうちに、土や砂や

泥ておおわれなければならない。そういう条件のところて死んだ生物だけが化石になるのである。

そういう条件の場所は、大別して2つある。1つは、流されてきた砂や泥がたえずたい積してい

る河0である。河てなくとも 、海の波てたい積が続く場所でもよい。要するに水 のあるところて

あって、地面の上では化石化は絶望的なのである。ということは、水からはなれている動物ほど

化石になりにくいのてあって、化石が少ないか ・らと・いってその動物が実除にも少なかったとはい

えなくなる。その代表的な例は鳥類てあり、水鳥の化石はたくさん出るが陸鳥の化石は大変少な

い。中生代のおわりの白亜紀に出てくる鳥の化石のうち、ほぽ完全なものの大半は水鳥であった。

だからといって白亜紀に陸鳥がいなかったというわけてはない。こまかな破片をたんねんに集め

て調ぺた結果、現生の鳥の主要なグルー プはほとんど出 そろっていたことが判って いる。始祖鳥

の化石は見事なものであるが、あれは始祖鳥がたまたま湖の上をとんでいて、どういうわけか墜

落し、底の泥の中に埋もれてしまってできた 、まれな遇然の結果だということである。化石にな
, . :;:;a· •. ,;. ·.: .·.. ,•. � 

りにくいもう 1 つの例はサルのながまであって、そのため人類の先祖をさぐる学者は、化石が少
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な（； ・ミ ・西 ．考t．． ャ•いるe 化 ・らが少なければ絢べる6)が楽てほないか、 などとい．｝ことは、， ．まし＇、めな

学者はいわないものである’‘

化石になりやすいもう1つのt務所は、穴のあいているところておる。劾物がおもこみ、よ．も

が埋まると、化石の大埜•生産がて・きる。これの変形が、 すて•l：：：ふれたシベリア9I)マンモえの氷•づ

けてある。

陸生勧物の化石 は、 大こう水のときなど にできやすい 。河におちておぼれて、 土砂と ともに

河口に埋められたりする。また、泥々のと ころへ足をとられて死んだ化石なども9 ある。
・

要するに

化石になりやすい動物となりにくい動物とがいて、化石の記録i;I:あまり信用てきない と思ってお

けばよろしい 。

もう1つ注意し なければならぬこ と は、世界的な化石の分布についてである。よく． 、 あるグ

ル ー プの
・

化石の分布図などが載っているが、それが、その化石の生きていた時代 における分布を

示していることはまずない。こういう分布図の多く は、ヨ ー ロッパとアメリカに1こくさんいたこ

と になって いる。 その理由はいうまてもなく、この両地域が大きな土木工事のおこなわれてきた

ところであり、さらに、地質学者や古生物学者がたくさんいるところだからである。化石の分布

は、 化石学者の分布を示す、と いわ・れるゆえんである。

最後に、 複元について 一 言しておこう。かのキュウ＇’イエが、その器官の相関の法則を駆使

して、化石複元の方法をあみ出 したこと はすでに述ぺた。この 方法は、現代てもそのまま使われ

ている。そして、およそのところは正しいのだけれど、こまかな部分まて絶対に正確だと は、絶

対にいえない。いろいるな本で複元図を比べてみると、 これが同じ動物か 、と思うような、這っ

た複元図に出合うことがある。まぁ、全身骨格ても出てくれば相当正確だが、そうでない限り、

相当怪しいものだと思
・
ってぉ＜方が安全である。とくに、 い ちばん信用のおけないのは、体の色

や模様である。それらしく画いてある図もあるが、そんなものわ かるはずはない。その動物が生

きていたときの環境を複元し、その環境に合わせた色や棋様を考える、というのが色の複元の基

本であるが、私はパンダを見たときから、この方法をあきらめること にした。 ササヤプに住むバ

．ンダが、どう．してあの
・

ような模様にならなければならないのか？ もしバンダが、化石としての

み見つかったとき、あの模様を考え出せる人はいるだろうか？ 中世代の恐龍の中で蚊も恐し い

かのテイラノサウルスだって、 目のまわりに真黒なくまどりをもってい たかもしれない。まあ、

バンダ風テイラノサウルスなど、考えただけでも気持が悪い けど。

化石について否定的な ことばか り書きすぎた｀かもしれない。しかし 、化るはやはり、過去の

生き物の唯一の証拠である。それにたよらざるをえない 。とくにせきつい動物は、大型のものが

多いし、骨もがん丈だし、化石にのこりやすく、またいちばんよく馴ぺられている。 他のグルー

プ にくらぺる．と、その進化の物籍は、やはり物結の段階ではあるけれと、ある程度信用配おける
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△ 珍しくいく つか原稿が集まって、第 1 t号が年内に完成しまし た。みなさんの手にとどくの

は年が明けてから になりそうですが。ま だ2~3 原稿が手許にあり、できれば続けて第 1 2

号も出したいと思っています。原稿さえ来れば、かくのごとく直ちに出しますので、何でも

い いですから、何か書いておくって下さい。何ても載せます。

△ この号の目玉は、何といっても「今、教科書問題を考える」です。会長の不真面目な文章を

読みなれている人には、少々読みづらいでしょうが、こういう重要な問題に真正面から とり

くんだ論文も、たまには読んでいただきたいと思います。世の中だんだんキナくさくなって

きていますので。

△ この夏以来、会長が少し元気を失なっていまし た。 何分独裁と称して、生物学会のすべてを

とり し きっているものですから、もし会長が急に思い立ってあの世へ行ってしまうと 、あとがど

うにもなりません。そこて、編集局長としては、その点、会長に問いただすことにしました。

「会長、もし会長が急に死んだら、学会はど うする んですか？」

「このごろの若い奴は言葉使いを知ら んな。面と同って、もし死んだら 、などというものて

はない」

「そしたら、どういうたらええんですかJ

「昔、中国の天子が、 7 0 も 80 もなって、次の天子を決めへんとき、臣下としてはそれて

は国るのて、こういうんや。天子千秋ののち1まいかが とりはからいましょうやJ

「センシュウの後 ・ですか？ J

「千の秋”、つまり干年あ とということや。おまえが死んだらというよりも、優雅に聞こえる

やろ」

「そんなこと、・アホらしいて・いえんわ」

ようやく聞き出したことによると、会長職はいつでもだれにてもゆずるとの ことでした。と こ

ろが、だれも希望者がいないのだそうてす。我と思わん方は名乗り出て下さい。もっとも、雪の降

るころになって会長はまた元気になり、この分では当分「千秋」楽にはなりそうにありません。

・（編 集 局 長）．
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